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ヒスタミン H2受容体（H2R）についてはよく研究され、既に H1Rの拮抗薬は allergic rhinitis
（アレルギー性鼻炎）、atopic dermatitis（AD：アトピー性皮膚炎）、insomnia（不眠症）の薬





























               審   査   の   要   旨 
  
Cowden氏は機能未知であったH4R の働きを免疫系との関係から研究し、H4Rに関する新し
い生理学的あるいは病態生理学的な役割を見出した。特に、アトピー性皮膚炎とリウマチの研究
を通じて、H4Rは単なる炎症のイニシエーターだけではなく、免疫反応の増強に関与しているこ
とを示した。さらにH4R拮抗剤がアトピー性皮膚炎とリウマチの治療薬として有効である可能性
を示した。したがって、本研究はH4Rの機能を明らかにした点と、アトピー性皮膚炎とリウマチ
という２大疾患の治療に道筋を示した点で、非常に価値のある研究である。審査では本研究の生
物学的意義と応用について質疑が行われた。Cowden氏は、論理的に議論を進め、適切に回答し
た。その結果、本学位論文が学術的に優れた内容であることが確認された。 
平成29年1月31日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び
最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その
結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
